
は
じ
め
に

高
麗
と
宋
の
関
係
は
、
友
好
、
交
渉
関
係
か
ら
始
ま
り
、
お
お
む
ね

平
和
的
な
関
係
を
継
続
的
に
維
持
し
て
い
た
が
、
両
国
の
政
治
・
外
交

的
立
場
の
差
異
に
よ
っ
て
交
渉
と
断
絶
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、

遼
、
金
な
ど
北
方
民
族
の
膨
張
に
よ
る
対
外
的
危
機
状
況
に
、
両
国
が

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
い

た
。
宋
の
立
場
が
、
遼
、
金
を
牽
制
し
た
た
め
高
麗
を
抱
き
こ
む
と
い

う
立
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
高
麗
の
場
合
は
、
等
距
離
外
交
を
通
し

て
悠
然
と
実
利
的
な
交
渉
を
企
て
、
文
物
・
文
化
交
流
に
重
点
を
置
く

と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
両
国
の
国
交
が
断
絶
し
た
時
期
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
高
麗
顕
宗
三
年
（
一
〇
一
二
）
か
ら
忠
烈
王
四
年
（
一

二
七
八
）
ま
で
の
約
二
六
〇
年
間
に
、
宋
商
が
高
麗
に
約
一
二
〇
回
来

航
し
、
そ
の
総
人
員
数
が
少
な
く
と
も
五
、
〇
〇
〇
人
を
数
え
た
。

（
1
）

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
両
国
の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
が
持
続
的
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

と
り
わ
け
高
麗
は
、
宋
を
通
し
て
先
進
的
な
文
物
を
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
文
化
的
欲
求
が
強
く
、
そ
の
こ
と
は
高
麗
の
仏
教
文
化
を
通
し

て
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
従
来
こ
れ
に
対
す
る
研
究
は
、
高
麗
初
の
義

通
、
諦
観
た
ち
の
中
国
天
台
宗
へ
の
思
想
的
影
響
や
義
天
の
華
厳
学
の

受
容
及
び
宋
の
仏
教
界
と
の
交
流
問
題
な
ど
が
主
な
課
題
と
し
て
論
議

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
宋
代
以
後
の
仏
教
史
は
禅
宗
を
中
心
と
す
る
流
れ
が
主
導

的
で
あ
り
、
高
麗
の
場
合
も
高
麗
後
期
に
は
禅
宗
が
主
導
的
な
傾
向
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
高
麗
と
宋
の
禅
宗
の
交
流
関
係
に
お
い
て
注
目
さ

れ
る
の
は
何
よ
り
も
臨
済
宗
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ

の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
高
麗
と
宋
の
文
化
的
交
流
関
係
に
お
い
て
、

臨
済
宗
を
め
ぐ
る
問
題
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
南
宋
の
滅
亡
の
後
に
お
い
て
も
高
麗
の

禅
思
想
の
流
れ
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
元
代
初
の
思
想
的
動
向
と
関
連

す
る
傾
向
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
高
麗
に
お
い

て
禅
思
想
の
流
れ
は
修
禅
社
の
登
場
に
よ
っ
て
大
き
な
転
換
を
齎
し
た

の
で
、
本
稿
で
は
修
禅
社
以
前
の
禅
の
流
れ
と
、
の
ち
の
看
話
禅
の
受

容
過
程
と
関
わ
っ
て
高
麗
と
宋
と
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
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た
い
。

第
１
章

十
二
世
紀
に
お
け
る
高
麗
禅
宗
界
の
思
想
的
傾
向

と
宋
の
臨
済
宗
と
の
交
流

新
羅
末
に
受
容
さ
れ
た
禅
宗
は
、
当
時
の
社
会
的
変
動
と
と
も
に
地

方
豪
族
や
六
頭
品
知
識
人
を
中
心
と
す
る
新
興
勢
力
に
よ
っ
て
、
新
た

な
仏
教
思
想
と
し
て
注
目
さ
れ
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
高
麗
の

開
国
と
と
も
に
中
央
集
権
化
が
進
ん
で
い
く
過
程
を
通
し
て
、
華
厳
宗

を
中
心
と
す
る
教
宗
が
浮
上
し
、
禅
宗
は
徐
々
に
弱
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

と
り
わ
け
、
禅
宗
は
義
天
（
一
〇
五
五
〜
一
一
〇
一
）
の
天
台
宗
の
開
創

過
程
に
お
い
て
大
き
く
打
撃
を
受
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
禅
宗
は
十
二
世
紀
に
至
っ
て
次
第
に
教
団
を
再
整
備
し

な
が
ら
新
た
な
基
盤
を
築
い
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
学
一

（
一
〇
五
四
〜
一
一
四
四
）
を
中
心
と
す
る
迦
智
山
門
と
、
坦
然
（
一
〇
七

〇
〜
一
一
五
九
）
を
中
心
と
す
る
闍
堀
山
門
ら
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
時
禅
僧
た
ち
と
交
遊
し
な
が
ら
彼
ら
に
思
想
的
影
響
を
与
え

た
李
資
玄
（
一
〇
六
一
〜
一
一
二
五
）
ら
の
居
士
禅
の
動
向
も
注
目
さ
れ

る
。

（
2
）周

知
の
よ
う
に
高
麗
時
代
に
お
い
て
支
配
層
は
文
人
官
僚
で
あ
り
な

が
ら
居
士
と
し
て
仏
教
に
関
す
る
興
味
を
持
っ
て
修
行
し
て
い
た
人
々

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
支
配
層
の
家
門
で
は
息
子
の
中
で
一
人
の
出
家

が
珍
し
く
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
読
書
し
修
学
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
寺
院

が
日
常
的
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
彼
ら
は
仏
教
に
関
す
る
修
行

や
教
学
研
究
を
通
し
て
仏
教
に
対
す
る
知
的
理
解
や
実
践
が
僧
侶
に
劣

ら
な
か
っ
た
。

例
え
ば
当
時
代
表
的
な
儒
教
学
者
で
あ
る
金
富
軾
（
一
〇
七
五
〜
一
一

五
一
）
の
場
合
、
彼
の
家
兄
で
あ
る
玄
湛
が
　
法
相
宗
の
中
心
的
な
寺

院
で
あ
る
玄
化
寺
で
住
ん
で
お
り
、
彼
自
身
も
義
天
の
碑
文
を
作
っ
た

こ
と
が
あ
り
、

（
3
）

観
瀾
寺
と
い
う
願
刹
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た

’雪
堂

居
士
‘
と
い
う
号
を
使
っ
て
義
天
の
弟
子
で
あ
る
恵
素
な
ど
僧
侶
と
交

流
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
居
士
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
表
れ
て
い
る
。

（
４
）

な
お
、
金
富
軾
の
政
敵
で
あ
り
な
が
ら
思
想
的
流
れ
が
違
う
尹
彦
頤

（
一
〇
九
〇
〜
一
一
四
九
）
の
場
合
も
鈴
平
郡
の
金
剛
斎
に
住
ん
で
お
り
、

自
ら

’金
剛
居
士
‘
と
称
え
た
。

（
5
）

ま
た
彼
は
慧
照
国
師
の
門
人
で
あ

る
貫
乗
と
深
く
交
遊
し
て
お
り
、
禅
的
修
行
に
も
深
い
境
地
に
達
し
た

と
思
わ
れ
る
。

（
6
）

従
っ
て
、
当
時
高
麗
の
門
閥
貴
族
は
政
治
的
・
社
会
的
支
配
層
で
あ

り
な
が
ら
日
常
的
・
精
神
的
世
界
に
と
っ
て
は
仏
教
と
深
く
関
わ
っ
て

い
た
。
と
り
わ
け
高
麗
中
期
に
な
る
と
、
言
わ
ば
居
士
仏
教
と
い
う
独

自
的
領
域
を
築
い
て
い
っ
た
ほ
ど
流
行
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
居
士
仏

教
の
思
想
的
流
れ
は
、
居
士
と
禅
僧
た
ち
と
の
交
流
関
係
を
通
じ
て
よ

く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
禅
思
想
が
中
心
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
禅
宗
界
の
流
れ
と
と
も
に
、
禅
思
想
も
新
た
な
変
化
を
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も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
で
表
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、

禅
思
想
の
理
論
と
実
践
を
盛
り
込
む
経
典
と
し
て
『
楞
厳
経
』
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
北
宋
代
の
禅
宗
界
、
と
り

わ
け
臨
済
宗
と
の
直
接
、
間
接
的
交
流
を
通
し
て
、
様
々
な
禅
籍
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）

『
楞
厳
経
』
は
宋
代
以
後
様
々
な
注
釈
書
が
出
現
し
、
思
想
界
全
般

に
深
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

（
8
）

『
楞
厳
経
』
は
高
麗
仏
教
界
に
当
初
か

ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
経
典
と
し
て
の
価
値
が
、
あ
る
程
度
顕
著
に

浮
上
し
た
の
は
義
天
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
『
楞
厳
経
』
に
対
す

る
関
心
は
教
学
的
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
禅
思
想
の
視
角
で
『
楞

厳
経
』
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
李
資
玄
の
出
現
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

（
9
）

嘗
謂
門
人
曰
、
吾
窮
特
大
蔵
、
偏
閲
群
書
、
而
首
楞
厳
経
、
及
符

印
心
宗
、
発
明
要
路
、
而
禅
学
人
、
未
有
読
之
者

可
歎
也
。
遂

令
門
弟
閲
習
之
、
而
学
者
浸
盛
。（
中
略
）

至
宣
和
三
年
、
尚
書

在
奉
王
命
、
詣
于
山
中
、
特
開
楞
厳
講
会
、
而
諸
方
学
者
、
来
集

聽
受
。

（
10
）

右
記
の
資
料
に
よ
る
と
、
李
資
玄
は
、
禅
思
想
に
対
す
る
理
論
と
参

禅
修
行
を
実
践
で
き
る
思
想
的
基
盤
と
し
て
『
楞
厳
経
』
を
重
視
し
た

こ
と
が
解
る
。
即
ち
『
楞
厳
経
』
は
心
の
構
造
を
理
論
的
に
説
い
て
提

示
し
、
そ
の
実
践
方
法
論
と
し
て
の
修
証
論
を
提
示
し
て
い
る
。
前
者

は
、
妄
心
を
打
破
す
る
七
処
証
心
と
真
心
を
定
め
る
十
見
、
そ
し
て
真

心
を
拡
大
し
一
切
の
存
在
が
如
来
蔵
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て

お
り
、
こ
れ
は
三
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
修
行
の
実
践

方
法
と
し
て
二
十
五
円
通
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
観
音
菩
薩
が

修
行
す
る

’耳
根
円
通
‘
が
一
番
優
れ
て
い
る
と
提
示
し
て
い
る
。

’耳
根
円
通
‘
と
は
即
ち

’反
聞
聞
性
‘
で
あ
り
、
そ
れ
は
聞
く
性
品

を
再
び
取
り
返
し
観
す
る
こ
と
で
帰
結
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て

李
資
玄
は
そ
の
よ
う
な
『
楞
厳
経
』
の
理
論
と
実
践
の
核
心
的
な
内
容

を
見
性
や
聞
性
と
し
て
把
握
し
、
そ
れ
を
自
ら
建
立
し
た
文
殊
院
の
構

造
に
設
定
し
た
。

（
11
）

こ
の
よ
う
に
李
資
玄
は
禅
思
想
と
関
わ
り
『
楞
厳
経
』
に
注
目
し
て

い
た
。
そ
れ
で
は
、
李
資
玄
が
『
楞
厳
経
』
に
注
目
し
た
の
は
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
、
そ
し
て
そ
の
思
想
的
影
響
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
に
つ

い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
前
者
の
問
題
に
関
わ
る
直
接
的
な
資
料
が

な
い
の
で
具
体
的
に
言
及
で
き
な
い
。
だ
が
、
当
時
思
想
界
の
流
れ
と

関
わ
っ
て
考
え
れ
ば
、
北
宋
思
想
界
と
の
交
流
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、『
楞
厳
経
』
は
当
時
北
宋
の
思
想
界
に
お
い
て

注
目
さ
れ
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
代
表
的
な
経
典
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、

『
楞
厳
経
』
は
禅
思
想
と
関
わ
っ
て
禅
僧
だ
け
で
は
な
く
、
士
大
夫
階

層
に
至
っ
て
ま
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
北
宋
思
想
界
の

動
向
に
つ
い
て
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
高
麗
の
思
想
界
は
こ
う
し
た
思

想
的
流
れ
に
深
い
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）

ま
た
、
こ
う
し
た
傾
向
は
当
時
の
禅
宗
界
や
居
士
た
ち
に
深
い
影
響
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を
も
た
ら
し
た
。

（
13
）

禅
宗
界
の
場
合
は
後
述
の
よ
う
に
曇
真
、
坦
然
な

ど
当
時
の
代
表
的
な
禅
僧
と
の
交
流
を
通
じ
て
よ
く
表
れ
る
が
、
次
の

資
料
の
よ
う
に
後
代
ま
で
持
続
的
に
影
響
が
及
ん
で
い
た
。

又
往
清
平
山
、
訪
真
楽
公
之
遺
跡
、
因
見
文
殊
寺
記
。
公
謂
門
人

曰
、
首
楞
厳
経
、
乃
印
心
宗
、
発
明
要
路
之
語
。
惻
然
感
之
、
遂

駐
錫
聞
性
庵
、

閲
尽
楞
厳
経
、
洞
諸
相
之
幻
妄
、
識
自
心
之
広

大
、
始
信
妙
旨
、
如
有
宿
習
。

嘗
発
願

往
往
弘
揚
法
教
、
必
以

是
為
首
。
此
法
盛
行
於
世
、
自
師
始
也
。

（
14
）

右
の
資
料
に
よ
る
と
、
曦
陽
山
門
の
圓
真
国
師
の
承
迥
（
一
一
八
七

〜
一
二
二
一
）
は
李
資
玄
の
思
想
的
影
響
を
受
け
、『
楞
厳
経
』
を
禅
宗

界
に
広
く
流
布
し
た
と
分
か
る
。

こ
う
し
た
『
楞
厳
経
』
の
拡
散
に

よ
っ
て
十
三
世
紀
の
修
禅
社
段
階
に
至
っ
て
は
『
楞
厳
経
』
が
『
華
厳

経
』、『
金
剛
経
』、『
圓
覚
経
』
と
と
も
に
禅
宗
に
と
っ
て
重
視
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

（
15
）

さ
て
、
十
二
世
紀
禅
宗
界
に
新
た
な
思
想
的
傾
向
と
し
て
『
楞
厳
経
』

と
と
も
に
様
々
な
禅
語
録
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。

探
究
仏
理
、
而
偏
愛
禅
寂
、
自
稱
嘗
読
雪
峰
語
録
云
、
盡
乾
坤
是

箇
眼
、
汝
向
甚
処
蹲
坐
、
於
此
言
下
豁
然
自
悟
。
從
此
以
後
、
於

仏
祖
言

更
無
疑
滯
。

（
16
）

上
の
資
料
に
よ
る
と
、
李
資
玄
は
、
唐
末
の
雪
峰
義
存
（
八
二
二
〜

九
〇
八
）
の
語
録
で
あ
る
『
雪
峰
語
録
』
を
通
し
て
禅
的
な
悟
り
を
得

た
こ
と
が
解
る
。
ま
た
李
資
玄
の
碑
文
に
よ
る
と
、
か
れ
に
は
『
頌
古

百
則
』
を
著
述
し
た
雪
竇
重
顯
の
思
想
的
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）

し
た
が
っ
て
、
李
資
玄
が
禅
旨
を
参
究
す
る
過
程
で
、
唐
末
・
宋
代
の

禅
僧
た
ち
の
語
録
を
通
し
て
禅
の
境
地
を
深
化
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
彼
の
著
述
を
通
し
て
も
確
認
で
き
る
。
「

平
山
文
殊
院
記
」

に
よ
る
と
、
彼
の
著
述
と
し
て
は
『
追
和
百
藥
公
楽
道
詩
』
一
巻
、

『
禅
機
語
録
』
一
巻
、『
歌
頌
』
一
巻
、『
布
袋
頌
』
一
巻
な
ど
が
あ
っ

た
と
す
る
が
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
も
の
が
全
く
な
く
そ
の
内
容
は
分

か
ら
な
い
。
但
し
題
目
か
ら
推
測
す
る
と
、
詩
文
集
や
語
録
の
形
態
を

帯
び
て
い
る
こ
と
か
ら
宋
代
の
禅
文
学
や
語
録
の
影
響
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
当
時
禅
宗
界
の
動
向
を
通
し
て

も
確
認
さ
れ
る
。

（
18
）

例
え
ば
慧
照
国
師
曇
真
は
、
文
宗
九
年
（
一
〇
七
六
）

に
宋
へ
入
っ
て
三
年
間
遊
学
し
て
い
た
。
彼
は
、
宋
の
神
宗
と
新
法
党

官
僚
の
後
援
を
受
け
、
首
都
で
あ
る
開
封
に
暮
ら
し
て
宋
の
禅
僧
た
ち

と
交
流
し
て
い
た
。

（
19
）

彼
が
遊
学
し
て
い
た
時
期
は
、
約
五
十
年
間
断

絶
さ
れ
た
高
麗
と
宋
の
国
交
が
再
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
当
時
宋

の
神
宗
と
新
法
党
官
僚
た
ち
は
、
高
麗
と
連
合
し
遼
を
攻
略
し
よ
う
と

す
る
対
外
戦
略
策
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
の
た
め
に
積
極
的
な
親
高
麗

政
策
を
標
榜
し
て
い
た
。

曇
真
は
宋
の
遊
学
を
通
し
て
、
と
り
わ
け
臨
済
宗
の
淨
因
道
臻
（
一

〇
一
四
〜
一
〇
九
三
）
の
思
想
的
影
響
を
多
く
受
け
た
。
淨
因
道
臻
は
、
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二
四
七

浮
山
法
遠
の
法
脈
を
継
い
た
禅
僧
で
あ
り
、
ま
た
雲
門
宗
の
大
覺
懷

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
淨
因
寺
の
後
任
の
住
持
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
淨

因
寺
の
創
建
と
大
覺
懷

の
招
致
は
北
宋
仏
教
史
に
お
い
て
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
を
契
機
に
開
封
に
お
い
て
禅
風
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
と
言
わ
れ
る
。
淨
因
道
臻
の
場
合
は
英
宗
や
神
宗
ら
の
厚
い
後
援

を
受
け
、
王
安
石
を
は
じ
め
新
法
党
官
僚
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
皇
室

の
改
革
政
策
を
支
持
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
曇
真
は
、
雲
門
宗
や
臨

済
宗
の
新
た
な
禅
風
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
皇
室
や
新
法
党

の
官
僚
た
ち
と
も
連
結
し
た
。
帰
国
し
た
後
に
彼
は
高
麗
の
現
実
政
治

界
と
関
係
を
も
ち
、
と
り
わ
け
仏
教
界
に
は
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
前
者
の
場
合
は
、
彼
が
義
天
の
入
宋
遊
学
を
積
極
的
に
手
伝
う
な

ど
、
高
麗
王
室
や
尹
彦
頤
ら
改
革
勢
力
と
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
彼
が
宋
か
ら
遼
本
大
蔵

経
を
も
ち
帰
り（

20
）

、
ま
た
新
た
な
坐
禅
の
修
行
規
則
を
導
入
す
る
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
仏
教
界
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
と
い
え
る
。
彼
の
登
場
は
高
麗
の
禅
宗
界
に
お
い
て
宋
の
臨
済
宗

の
禅
風
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
次
の
資
料
は

こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。

嘗
寫
所
作
四
威
儀
頌
・
上
堂
語
句
、
附
商
船
、
寄
大
宋
四
明
阿
育

王
山
広
利
寺
禅
師
介

印
可
。

乃
復
書
、
極
加
歎
美
。
僅
四
百

餘
言
、
文
繁
不
載
。
又
有
道
膺
・
膺
壽
・
行
密
・
戒
環
・
慈
仰
、

時
大
禅
伯
也
。
乃
致
書
通
好
、
約
爲
道
友
。
自
非
有

者
、
豈
能

使
人
、

慕
如
此
哉
。

（
21
）

高
麗
国
坦
然
国
師
、
少
嗣
王
位
、
欽
郷
宗
乗
。

因
海
商
方
景
仁
、

抵
四
明
、
録
無
示
語
録
。
師
閲
之
啓
悟
、
即
棄
位
圓
顱
、
作
書
以

語
要
及
四
威
儀
偈
、
令
景
仁
呈
無
示
。
示
答
曰
、
仏
祖
出
興
於
世
、

無
一
法
与
人
、
実
使
其
自
信
自
悟
自
証
自
到
、
具
大
知
見
、
如
所

見
而
説
、
如
所
説
而
行
、
山
河
大
地
、
草
木
叢
林
、
相
与
証
明
、

其
来
久
矣
、
後
復
通
嗣
法
。
其
書
略
曰
、
生
死
海
広
、
劫
殫
同
通
、

得
遇
本
分
宗
師
、
以
三
要
印
子
、
験
定
其
法
、
実
謂
盲
亀
値
浮
木

孔
耳
。

（
22
）

右
の
資
料
か
ら
見
る
と
、
坦
然
は
臨
済
宗
の
黄
竜
慧
南
を
継
い
だ

介

（
一
〇
八
〇
〜
一
一
四
八
）
か
ら
手
紙
を
通
し
て
印
可
を
受
け
た
。

な
お
彼
は
道
膺
・
膺
壽
・
行
密
・
戒
環
・
慈
仰
ら
臨
済
宗
の
禅
僧
た
ち

と
間
接
的
な
交
流
を
行
っ
て
い
た
。
前
者
の
碑
文
に
よ
る
と
主
人
公
で

あ
る
坦
然
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
た
が
、
後
者
の
『
五
燈
会
元
』
巻
十

八
に
お
い
て
は
介

が
主
体
で
あ
る
か
ら
介

の
影
響
が
主
に
表
れ
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
を
通
じ
て
当
時
宋
と
高
麗
の
仏
教
界

は
海
商
を
通
し
て
間
接
的
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
分

か
る
。
と
り
わ
け
、
宋
の
臨
済
宗
の
戒
環
の
場
合
は
、
彼
の
『
楞
厳
経
』

や
『
法
華
経
』
に
関
す
る
注
釈
書
が
高
麗
後
期
か
ら
朝
鮮
時
代
ま
で
深

い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
　
思
想
的
意
味
が
少
な
く
な
い

と
い
え
る
。

（
23
）
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二
四
八

し
た
が
っ
て
坦
然
段
階
に
至
っ
て
は
、
宋
代
の
臨
済
宗
の
禅
僧
た
ち

と
の
間
接
的
な
交
流
を
通
し
て
印
可
を
受
け
る
ほ
ど
禅
の
境
地
が
深
い

水
準
ま
で
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
彼
の
偈
頌
や
法
語
が
、
宋
の
禅

宗
界
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
高
麗
の
禅
宗
界
に
お

い
て
、
禅
文
学
的
な
傾
向
と
新
た
な
臨
済
宗
の
禅
風
が
、
か
な
り
根
付

い
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
高
麗
禅
宗
界
に
次
第
に
拡
散
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
学
一
の
仏
心
に
対
す
る
見
解
が
、
覚
範
慧
洪
（
一
〇
七
一
〜
一
一

二
八
）
の
『
禅
林
僧
宝
伝
』
が
導
入
し
た
後
に
証
明
さ
れ
た
事
例
を
通

し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

（
24
）

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
禅
僧
達
だ
け
で

は
な
く
、
当
時
の
文
人
た
ち
に
ま
で
拡
散
さ
れ
た
。

読
惠
弘
冷
斎
夜
話
、
十
七
八
皆
其
作
也
、

婉
有
出
塵
之
想
、
恨

不
得
見
本
集
。
近
有
以

溪
集
示
之
者
、
大
率
多
贈
答
篇
。
玩
味

之
、
皆
不
及
前
詩
遠
甚
。
惠
弘
雖
奇
才
、
亦
未
免
瓦
注
也
。

（
25
）

上
記
の
文
章
に
よ
る
と
、
李
仁
老
（
一
一
五
二
〜
一
二
二
〇
）
が
、
当

時
さ
ほ
ど
流
行
さ
れ
な
か
っ
た
慧
洪
の
『
冷
斎
夜
話
』
を
読
み
、
さ
ら

に
『

溪
集
』
ま
で
も
求
め
て
読
む
ほ
ど
、
禅
文
学
や
禅
籍
に
つ
い
て

深
い
興
味
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
26
）

慧
洪
は
臨
済
宗
の
黄
竜
派
の
代

表
的
な
禅
僧
で
あ
り
、『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
林
間
録
』、『
冷
斎
夜
話
』、

『
石
門
文
字
禅
』
な
ど
様
々
な
著
述
が
あ
る
。
『

溪
集
』
は
、
彼
の

『
石
門
文
字
禅
』
三
〇
巻
の
前
半
部
で
あ
る
十
六
巻
を
選
び
再
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
李
仁
老
が
禅
籍
に
ふ
か
い
興
味
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
『

溪
集
』

に
つ
い
て
批
評
す
る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
は
宋
の
臨
済

宗
の
禅
文
学
や
思
想
的
な
動
向
に
つ
い
て
、
か
な
り
通
暁
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
当
時
高
麗
の
文
人
た
ち
が
李
仁
老
と
同
じ
よ
う
に
、
宋
の
思
想

的
な
動
向
に
つ
い
て
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
文
人

た
ち
の
間
に
禅
籍
が
か
な
り
拡
散
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

傾
向
を
通
し
て
文
人
た
ち
の
禅
思
想
に
関
す
る
理
論
や
実
践
の
水
準
も

低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
李
資
玄
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た

権
適
（
一
〇
九
四
〜
一
一
四
六
）
は
安
東
府
の
郷
吏
の
出
身
で
あ
る
が
、

嘗
て
二
〇
歳
ご
ろ
開
善
寺
に
て
『
起
信
論
』
を
読
ん
で
感
悟
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

（
27
）

彼
は
李
資
玄
よ
り
平
生
道
友
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、

禅
僧
た
ち
と
の
禅
に
関
わ
る
談
論
を
通
じ
て
彼
の
禅
的
境
地
が
よ
く
表

れ
て
い
る
。

（
28
）

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
十
二
世
紀
の
高
麗
の
禅
宗
界
に
お
い
て
は
北

宋
の
禅
宗
界
と
の
直
接
・
間
接
的
な
交
流
を
通
し
て
『
雪
峰
語
録
』
、

『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
冷
斎
夜
話
』、『

溪
集
』、『
雪
竇
拈
頌
』、『
景
徳

伝
灯
録
』
な
ど
様
々
な
禅
籍
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

（
29
）

こ
の
よ
う
な
禅
籍
は
、
宋
代
の
禅
思
想
の
特
徴
で
あ
る
文
学
的
な
傾
向

と
公
案
禅
の
傾
向
が
含
ま
れ
て
い
る
禅
籍
が
殆
ど
で
あ
り
、
そ
の
交
流

の
対
象
が
お
も
に
臨
済
宗
の
黄
竜
派
と
す
る
事
実
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
曇
真
、
坦
然
ら
禅
僧
た
ち
と
と
も
に
李
資
玄
、
李
仁
老
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二
四
九

ら
居
士
た
ち
の
活
躍
に
よ
っ
て
禅
宗
が
次
第
に
復
興
し
て
い
た
。
つ
ま

り
十
二
世
紀
の
高
麗
の
禅
思
想
の
特
徴
は
『
楞
厳
経
』
と
様
々
な
禅
語

録
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
当
時
の
宋
代
の
臨
済
宗
の
思
想
的
流
れ

と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
禅
思
想
の

新
た
な
変
化
は
、
看
話
禅
が
受
容
で
き
る
内
的
基
盤
を
形
成
す
る
方
向

へ
進
ん
で
い
た
。

第
２
章
　
修
禅
社
に
お
け
る
看
話
禅
の
受
容
過
程

さ
て
、
十
二
世
紀
に
お
い
て
禅
宗
界
の
新
た
な
思
想
的
変
化
と
と
も

に
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
修
禅
社

結
社
運
動
を
通
し
て
、
禅
宗
が
浮
上
し
看
話
禅
が
本
格
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
。
修
禅
社
を
開
創
し
た
知
訥
（
一
一
五
八
〜
一
二
一
〇
）
は
、
闍

堀
山
門
の
宗
暉
禪
師
の
下
に
出
家
す
る
が
、
か
れ
の
一
生
に
お
い
て
特

別
な
師
が
お
ら
ず
多
様
な
知
的
な
遍
歴
と
修
行
過
程
が
進
ん
で
い
っ

た
。
こ
う
し
た
修
行
過
程
に
お
い
て
か
れ
は
三
回
も
悟
り
の
転
機
を
体

験
し
た
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
二
五
歳
に

源
寺
で
『
六
祖
壇
經
』
を

読
ん
で
一
番
目
の
悟
り
と
い
う
経
験
が
あ
っ
た
。
な
お
、
二
八
歳
に
普

門
寺
で
大
蔵
経
を
閲
覧
し
て
い
る
と
き
、『
華
嚴
經
』「
如
來
出
現
品
」

と
李
通
玄
の
『
華
嚴
論
』
を
通
し
て
禪

一
致
の
意
味
に
つ
い
て
悟
る

二
番
目
の
転
機
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、
知
訥
は
四
一
歳
に
上
無
住
庵
で

『
大
慧
語
録
』
を
通
し
て
窮
極
的
な
悟
り
を
体
験
し
た
。

（
30
）

こ
の
よ
う
な
三
回
の
転
機
を
通
し
て
知
訥
は
か
れ
の
禅
思
想
体
系
を

形
成
し
て
お
り
、
こ
れ
は
か
れ
の
碑
文
に
お
い
て
表
現
さ
れ
た
よ
う
に

「
惺
寂
等
持
門
」、「
圓
頓
信
解
門
」、「
徑
截
門
」
と
い
う
三
門
体
系
と

し
て
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
惺
寂
等
持
門
」
と
は
定
慧
雙
修
で

あ
り
、
こ
れ
は
『
勸
修
定
慧
結
社
文
』
や
『
修
心
訣
』
に
お
い
て
言
及

さ
れ
て
い
る
。「
圓
頓
信
解
門
」
は
李
通
玄
の
華
厳
思
想
を
禅
法
に
受

け
入
れ
禪

一
致
を
標
榜
し
た
こ
と
で
あ
り
、
『
圓
頓
成
佛
論
』
や

『
華
嚴
論
節
要
』
に
お
い
て
主
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
徑
截
門
」
は

「
惺
寂
等
持
門
」
と
「
圓
頓
信
解
門
」
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

看
話
禅
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
看
話
決
疑
論
』
に
よ
く

表
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
三
門
を
一
つ
の
体
系
と
し
て
統
合
す

る
た
め
の
意
図
が
『
法
集
別
行
録
節
要
并
入
私
記
』
を
通
し
て
表
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
知
訥
は
彼
の
禅
思
想
体
系
に
定
慧
雙
修
と
禅

一

致
を
提
示
し
な
が
ら
も
、
窮
極
的
に
は
看
話
禅
を
強
調
し
た
。
そ
れ
で

は
、
か
れ
は
看
話
禅
を
ど
う
理
解
し
、
実
践
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

情
識
未
破
、
則
心
火
燿
燿
地
。
正
當
恁
麼
時
、
但
只
以
所
疑
底
話

頭
提
撕
。
如
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
州
云
無
。
只
管

提
撕
擧
覺
、
左
來
也
不
是
、
右
來
也
不
是
。
不
得
作
有
無
會
、
不

得
作
眞
無
之
無
卜
度
、
不
得
作
道
理
會
、
不
得
向
意
根
下
思
量
卜

度
、
不
得
向
揚
眉
瞬
目
處

根
、
不
得
向
語
路
上
作
活
計
、
不

得

在
無
事
甲
裏
、
不
得
向
擧
起
處
承
當
、
不
得
文
字
中
引
證
、

不
得
將
迷
待
悟
、
直
須
無
所
用
心
、
心
無
所
之
時
、
莫
怕
落
空
。
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這
裏
却
是
好
處
、
驀
然
老
鼠
入
牛
角
、
便
見
倒
斷
也
。

（
31
）

右
の
文
章
を
通
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
知
訥
は
「
無
字
」
話
頭
を
基

本
的
な
話
頭
参
究
法
と
し
て
提
示
し
な
が
ら
看
話
禅
を
修
行
す
る
過
程

に
お
い
て
起
こ
り
や
す
い
禅
病
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
内
容
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
大
慧
が

’無
字
‘
話
頭
を
参
究
す
る
と

き
の
十
種
病
に
つ
い
て
提
示
し
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
禅

病
は
と
り
わ
け
大
慧
が
何
よ
り
も
禁
忌
視
す
る
知
解
分
別
心
を
打
破
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
帰
結
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
訥
が
提

示
す
る
話
頭
の
参
究
法
は
殆
ど
大
慧
の
看
話
禅
と
同
じ
と
い
え
る
。

據
此
義
則
話
頭
、
有

意

句
二
義
。
今
時
疑
破
者
、
多
分

意
、
未
得

句
、
故
與
圓
頓
門
正
、
解
發
明
者
、
一
般
矣
。
如
是

之
人
、
觀
行
用
心
、
亦
有
見
聞
解
行
之
功
、
但
不
如
今
時
文
字
法

師
、
於
觀
行
門
中
、
内
計
有
心
、
外
求
諸
理
、
求
理
彌
細
、
轉
取

外
相
之
病
耳
。
豈
可
與

句
門
疑
破
、
親
證
一
心
、
發
揮
般
若
、

廣
大
流
通
者
同
論
耶
。

此
證
智
現
前
者
、
今
時
罕
見
罕
聞
、
故

今
時
但
貴
依
、
話
頭

意
門
、

發
明
正
知
見
耳
。
以
此
人
見
處
、

比
於
依

觀
行
、
未
離
情
識
者
、
天
地
懸
隔
故
也
。

（
32
）

こ
こ
で
、
知
訥
は
話
頭
に
は

意
門
と

句
門
が
あ
る
が
、

意

門
は
知
解
分
別
心
が
起
こ
る
問
題
点
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
お

り
、
教
学
で
あ
る
圓
頓
門
と
同
じ
な
の
で

句
門
が
最
も
優
越
な
修
行

方
法
論
と
言
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
訥
は
修
行
方
法
論
の
側
面

に
お
い
て
話
頭
の
参
究
法
で
あ
る
徑
截
門
を
一
番
優
越
な
こ
と
と
し
て

主
張
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
知
訥
は
看
話
禅
以
外
の
他
の
修
行
方
法
論
に
つ
い
て
否

定
で
は
な
く
軽
視
で
も
な
か
っ
た
。

禪
門
中
、
此
等
圓
頓
信
解
、
如
實
言

、
如
河
沙
數
、
謂
之
死
句
、

以
令
人
生
解
碍
故
。
並
是
爲
初
心
學
者
、
於
徑
截
門
活
句
、
未

能

詳
故
、
示
以
稱
性
圓
談
、
令
其
信
解
不
退
轉
故
。
若
是
上
根

之
士
、
堪
任
密
傳
脱
略

臼
者
、
纔
聞
徑
截
門
無
味
之
談
、
不
滯

知
解
之
病
、
便
知
落
處
、
是
謂
一
聞
千
悟
、
得
大

持
者
也
。
又

若
約
圓
頓
信
解
門
、
則
此
十
種
知
解
之
病
、
亦
爲
眞
性
縁
起
、
無

可
取
捨
。
然
以
有
語
路
義
路
聞
解
思
想
、
故
初
心
學
者
、
亦
可
信

受
奉
持
。
若
約
徑
截
門
、
則
當
於
親
證
密
契
、
無
有
語
路
義
路
、

未
容
聞
解
思
想
故
、
雖
法
界
無
碍
縁
起
之
理
、
飜
成
説
解
之
碍
。

（
33
）

右
の
文
章
で
、
知
訥
は
根
機
論
の
立
場
に
立
脚
し
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
側
面
に
よ
っ
て
彼
の
修
行
方
法
論
は
、
修
行
者
の
根
機
に
よ
っ
て

勧
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
上
根
機
を
も
つ
修
行
者
だ
け
が
話

頭
を
参
究
す
る
と
き
に
知
解
分
別
心
と
い
う
障
碍
に
填
ら
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
圓
頓
信
解
門
は
知
解
分
別
の
障
碍
を
起
こ

る
こ
と
か
ら
死
句
で
あ
る
が
、
初
心
者
が
徑
截
門
の
活
句
を
参
究
で
き

な
い
こ
と
か
ら
彼
ら
に
と
っ
て
相
応
し
い
修
行
法
と
し
て
圓
頓
門
の
方

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
看
話
徑
截
門
は
知
訥
の
末
年
の
著
述
で
あ
る
『
看
話
決
疑
論
』

や
『
法
集
別
行
録
節
要
并
入
私
記
』
を
通
し
て
主
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
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こ
う
し
た
傾
向
を
考
え
て
み
る
と
、
知
訥
段
階
は
様
々
な
禅
思
想
を
体

系
的
に
整
理
す
る
過
程
に
お
い
て
看
話
禅
を
受
け
入
れ
る
段
階
と
言
っ

て
も
い
い
だ
ろ
う
。

（
34
）

し
た
が
っ
て
、
看
話
禅
だ
け
を
本
格
的
に
標
榜
し
た
の
は
、
修
禅
社

二
世
で
あ
る
慧

代
に
至
っ
て
で
あ
る
と
い
え
る
。
慧

（
一
一
七
八

〜
一
二
三
四
）
は
羅
州
の
和
順
縣
の
出
身
で
あ
り
、
俗
性
が
崔
氏
、
字

が
永
乙
、
自
ら
無
　
衣
子
と
言
っ
た
。
か
れ
は
神
宗
四
年
（
一
二
〇
一
）

に
お
い
て
司
馬
試
に
合
格
し
太
学
に
入
っ
た
が
、
明
年
に
母
親
の

氏

が
死
ん
だ
こ
と
が
契
機
に
な
り
知
訥
の
門
下
に
出
家
し
た
。
か
れ
は
三

年
の
後
に

’無
字
‘
話
頭
と
十
種
病
に
対
す
る
問
答
を
通
し
て
最
終
の

印
可
を
受
け
た
。

（
35
）

慧

は
、
ひ
た
す
ら
話
頭
の
参
究
を
強
調
し
た
。
そ
の
こ
と
は

’無

字
‘
話
頭
を
参
究
す
る
と
き
に
表
れ
る
十
種
病
に
対
す
る
問
題
を
体
系

的
に
整
理
し
た
「
狗
子
無
佛
性
話
揀
病
論
」
や
公
案
一
一
二
五
則
と
歴

代
禅
師
の
徴
、
拈
、
化
、

別
、

頌
、

歌
な
ど
を
ま
と
め
て
独
自
的
な

公
案
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
禅
門
拈
頌
集
』
三
〇
卷（

36
）

な
ど
を
通
し

て
、
よ
く
表
れ
て
い
る
。
知
訥
、
慧

代
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
看
話
禅

は
、
修
禅
社
が
崔
氏
政
權
と
癒
着
し
な
が
ら
仏
教
界
の
主
導
的
な
勢
力

へ
と
転
換
し
、
そ
の
状
況
と
と
も
に
次
第
に
思
想
界
一
般
へ
拡
散
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
慧

が
提
示
す
る
看
話
禅
の
修
行
論
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

修
行
之
要
、
不
出
止
觀
定
慧
。
照
諸
法
空
曰
觀
、
息
諸
分
別
曰
止
。

止
者
悟
妄
而
止
、
不
在
用
心
抑
絶
、
觀
者
見
妄
而
悟
、
不
在
用
心

考
察
。
對
境
不
動
是
定
、
非
力
制
之
。
見
性
不
迷
是
慧
、
非
力
求

之
。
雖
然
自
檢
工
夫
、
得
力
不
得
力
、
消
息
知
時
乃
可
耳
。
此
外

有
看
話
一
門
、
最
爲
徑
截
、
止
觀
定
慧
、
自
然
在
其
中
。
其
法
具

如
大
慧
書
答
中
見
之
。

（
37
）

前
の
文
章
で
、
止
と
は
觀
で
あ
り
、
定
と
は
す
な
わ
ち
慧
で
あ
る
。

だ
か
ら
定
と
止
は
、
す
な
わ
ち
寂
々
の
状
態
を
指
し
て
お
り
、
慧
と
觀

は
す
な
わ
ち
惺
々
の
状
態
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

上
の
法
語
に
お
い
て
惺
々
寂
々
を
探
し
に
い
く
の
が
修
行
の
要
諦
と
言

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
慧

の
論
理
は
知
訥
の
視
角
と
異
な
ら
な
い
と

い
え
る
。
た
だ
し
、
慧

の
場
合
は
話
頭
を
参
究
し
て
い
る
と
き
が

惺
々
寂
々
の
状
態
を
含
め
て
い
る
と
把
握
し
、
止
觀
と
定
慧
が
看
話
禅

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
慧

は
知
訥
の
三
門
体
系

よ
り
看
話
一
門
と
い
う
看
話
禅
中
心
の
傾
向
へ
進
ん
で
い
っ
た
と
い
え

る
。
ま
た
、
慧

が
提
示
す
る
話
頭
の
参
究
法
は
、
’無
字
‘
話
頭
を

中
心
と
し
て
参
究
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
38
）

な
お
、
か
れ
は
こ

こ
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
話
頭
の
参
究
の
具
体
的
な
方
法
論
に
つ
い

て
は
『
大
慧
書
』
を
直
接
的
に
強
調
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
側
面
は
、
慧

が

’無
字
‘
話
頭
を
参
究
す
る
と
き
に
表

れ
る
十
種
病
に
対
す
る
問
題
を
体
系
的
に
整
理
し
た
「
狗
子
無
佛
性
話

揀
病
論
」
を
通
し
て
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
慧
や
知
訥

も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
慧

は
よ
り
具
体
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的
に
一
つ
一
つ
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
か
れ
は
趙
州
の

’無
字
‘
話
頭
を
引
用
し
、
天
童
正
覚
、
五
祖
法
演
、
真
浄
克
文
な
ど

宋
代
の
禅
僧
た
ち
の
偈
頌
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
慧

自
身

の
論
を
述
べ
て
い
る
。

続
い
て
、
十
種
病
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
慧

自
身
の
見
解
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

廣
而
言
之
、
則
有
十
種
病
、
略
而
言
之
、
則
不
出
有
心
無
心
言
語

寂
黙
。
故
古
人
云
、
不
可
以
有
心
求
、
不
可
以
無
心
得
、
不
可
以

言
語
造
、
不
可
以
寂
黙
通
。
略
而
言
之
、
則
不
出
思
議
不
思
義
。

所
以
道
、
左
來
也
不
是
、
右
來
也
不
是
。
又
道
、
伊
麼
也
不
得
、

不
伊
麼
也
不
得
、
伊
麼
不
伊
麼

不
得
、
則
明
明
地
揀
破
、
明
明

地
現
示
。

（
39
）

こ
こ
で
、
慧

は
十
種
病
を
簡
略
に
言
う
と
有
心
、
無
心
、
言
語
、

寂
黙
と
い
う
四
つ
に
過
ぎ
な
い
と
言
っ
て
、
よ
り
簡
略
に
提
示
す
る
と

思
議
・
不
思
議
の
二
つ
の
病
と
し
て
い
る
。
続
い
て
、
こ
う
し
た
問
題

は
、
す
な
わ
ち
知
解
分
別
の
障
碍
に
よ
っ
て
起
こ
る
問
題
だ
か
ら
話
頭

を
参
究
す
る
と
き
に
お
い
て
思
量
分
別
せ
ず
日
常
の
中
で
常
に
参
究
す

る
と
、
悟
り
が
で
き
る
と
力
説
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
慧

段
階
で
は
看
話
禅
が
本
格
的
に
標
榜
さ
れ
、
こ
う

し
た
傾
向
は
慧

が
主
導
し
た
『
禅
門
拈
頌
集
』
三
〇
卷
の
編
纂
作
業

が
修
禅
社
の
次
元
と
し
て
続
い
て
い
っ
た
。
な
お
、
四
世
の
混
元
や
五

世
の
天
英
の
段
階
で
は
修
禅
社
が
名
実
共
に
仏
教
界
の
主
導
的
な
位
置

に
至
っ
て
、
看
話
禅
が
禅
宗
界
に
お
い
て
か
な
り
流
行
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
公
案
集
の
編
纂
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
『
禅
門
雪

竇
天
童
圜
悟
三
家
拈
頌
集
』（
以
下
『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』
と
す
る
）
の
刊

行
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
天
英
の
跋
文
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
『
禅
門
拈

頌
集
』
三
〇
卷
の
中
で
雪
竇
重
顕
（
九
八
〇
〜
一
〇
五
二
）
、
天
童
正
覺

（
宏
智
正
覺
、
一
〇
九
一
〜
一
一
五
七
）
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
〜
一
一
三
五
）

と
い
う
三
家
の
拈
頌
を
選
び
六
巻
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
高
麗
の
高
宗
三
三
年
（
一
二
四
六
）
に
崔
怡
の
壽
福
の
た
め
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
版
本
に
関
す
る
事
情
は
分
か
ら
な
い
。

（
40
）

と
こ
ろ
で
、
現
伝
し
て
い
る
『
禅
門
拈
頌
集
』
の
版
本
の
中
で
高
麗

大
蔵
径
の
補
遺
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
一
番
古
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
刊
行
が
一
二
四
四
〜
一
二
四
八
年
間
に
大
蔵
都
監
の
南
海
分
司
で

行
わ
れ
た
事
実
に
よ
る
と
『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』
の
刊
行
時
期
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
従
っ
て
、『
禅
門
拈
頌
集
』
の
刊
行
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

敢
え
て
三
家
の
拈
頌
だ
け
を
抜
粋
し
刊
行
し
た
意
図
は
何
か
、
そ
の
思

想
的
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
な
お
、
編
者
で
あ

る
亀
庵
老
禅
と
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
全
て
の
疑
問
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
簡
単
に
手
掛
か
り
の
提

示
に
限
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
亀
庵
老
禅
に
関
す
る
具
体
的
資
料
が
な
い
の
で
誰
だ
と
言
及
す

る
の
が
難
し
い
。
但
し
、
当
時
の
色
々
な
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
修
禅

社
で
一
二
四
〇
〜
一
二
五
〇
年
代
に
『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』
の
刊
行
を



主
導
で
き
る
人
物
と
し
て
は
第
三
世
で
あ
る
清
真
国
師
夢
如
（
？
〜
一

二
五
二
）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
41
）

夢
如
は
知
鎌
（
一
一
四
五
〜
一
二
二

九
）
の
集
録
し
た

『
宗
門
円
相
集
』
の
跋
文
を
作
っ
て（

42
）

、『
禅
門
拈
頌

集
』
を
重
刻
し
な
が
ら
三
四
七
則
の
公
案
を
補
充
し
た
。

（
43
）

ま
た
一
然

（
一
二
〇
六
〜
一
二
八
九
）
は
『
曹
洞
五
位
』
を
重
編
し
て
い
る
時
に
夢

如
に
諮
問
を
願
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
考
え
て
み
る

と
亀
庵
老
禅
と
は
夢
如
以
外
の
人
物
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
修
禅
社
が
『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』
を
刊
行
し
た
意
図
は

何
か
、
さ
ら
に
そ
れ
が
持
つ
思
想
的
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

関
す
る
具
体
的
資
料
が
な
い
の
で
現
在
確
か
に
言
及
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
当
時
高
麗
の
禅
宗
界
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
え
れ
ば
大
体
そ

の
手
が
か
り
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
『
禅
門
拈
頌
集
』
は
公
案
集
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
公

案
を
集
大
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
従
っ
て
学
人
の
公

案
参
究
の
た
め
に
は
不
便
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
当
時
の
南
宋
の
禅

宗
界
に
お
い
て
は
五
家
の
中
で
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
と
い
う
二
つ
の
教
団

を
中
心
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
う
し
た
流
れ
と
と
も
に
公

案
の
集
成
も
雪
竇
重
顕
の
「
頌
古
百
則
」
や
そ
れ
を
高
く
評
価
し
た
圜

悟
克
勤
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、『
碧
巌
録
』
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
公

案
批
評
の
流
行
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
の
天
童
正
覺
も
頌
古
を
作
り
、
こ
れ

は
万
松
行
秀
に
よ
っ
て
『
従
容
録
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
三
家
は
そ
う
し
た
宋
代
の
公
案
批
評
の
流
行
や
公
案
集
の

編
纂
と
関
わ
っ
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
修
禅
社
に

お
い
て
公
案
集
の
編
纂
の
基
本
的
な
目
的
と
関
わ
っ
て
考
え
れ
ば
、

『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』
は
そ
の
基
準
に
相
応
し
い
禅
籍
だ
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
な
ぜ
高
麗
仏
教
界
に
お
い
て
『
碧
巌
録
』

が
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
と
も
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
即

ち
中
国
や
日
本
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
『
碧
巌
録
』
が
高
麗
仏
教

界
に
お
い
て
は
あ
ま
り
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、『
禅
門
三
家
拈
頌

集
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
公
案
集
と
し
て
の
需
要
が
十
分
充
足
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
十
三
世
紀
高
麗
の
禅
宗
界
に
お
い
て
看
話
禅
の
位
置
付

け
や
当
時
の
禅
思
想
は
い
か
な
る
傾
向
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
と

り
わ
け
禅
籍
の
受
容
及
び
刊
行
と
関
連
し
て
み
て
み
よ
う
。

<

表>

十
三
世
紀
高
麗
に
お
け
る
禅
籍
の
刊
行（

44
）

番
号

書
　
名

編
・
著
者

刊
行
年
度

備
　
考

1

『
六
祖
壇
経
』

恵
能

一
二
〇
七

知
訥
　
跋
文

2

『
正
法
眼
蔵
』

大
慧

一
二
一
三

修
禅
社
正
宣
重
版

3

『
宗
鏡
撮
要
』

曇
賁

一
二
一
三

修
禅
社
正
宣
重
版
、
慧

誌

4

『
六
祖
壇
経
』

恵
能

一
二
一
四

高
麗
古
本

5

『
看
話
決
疑
論
』

知
訥
　

一
二
一
五

慧

跋
文

臨
済
宗
を
め
ぐ
る
高
麗
と
宋
の
交
流
（
趙
）

二
五
三



臨
済
宗
を
め
ぐ
る
高
麗
と
宋
の
交
流
（
趙
）

二
五
四

し
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
に
お
い
て
は

板
刻
活
動
に
随
伴
さ
れ
る
莫
大
な
経
費
の
問
題
や
技
術
的
に
困
難
で
あ

る
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
禅
籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
た

の
は
、
そ
れ
を
支
援
で
き
る
檀
越
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
禅
籍
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
読
め
る
読
書
層
が
か
な

り
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
板
刻

活
動
は
当
時
社
会
に
お
い
て
禅
思
想
が
大
き
く
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
な
お
修
禅
社
を
支
援
し
た
檀
越
の
構
成
割
合

は
次
第
に
戸
長
層
や
一
般
民
か
ら
読
書
層
が
主
流
を
成
す
変
化
を
も
た

ら
し
た
。

し
た
が
っ
て
禅
籍
の
板
刻
と
関
わ
る
思
想
的
傾
向
を
通
し
て
当
時
の

禅
思
想
を
主
導
し
た
修
禅
社
が
看
話
禅
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
標
榜
し

て
は
い
た
が
、
他
の
禅
思
想
を
排
斥
す
る
傾
向
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
看
話
禅
が
次
第
に
主
導
的
な
禅
思
想
と
し

て
浮
上
し
て
い
た
が
、
多
様
な
禅
思
想
が
共
存
し
て
い
た
段
階
と
い
え

る
。以

上
の
よ
う
に
、
高
麗
の
禅
宗
は
宋
代
の
禅
宗
と
の
直
接
・
間
接
的

な
交
流
関
係
を
通
し
て
様
々
な
禅
思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
と

り
わ
け
、
そ
の
中
で
宋
の
臨
済
宗
と
の
交
流
関
係
が
何
よ
り
も
活
発
で

あ
り
、
思
想
的
に
も
多
く
の
影
響
を
受
け
た
と
い
え
る
。
但
し
、
高
麗

の
禅
宗
界
は
単
に
宋
の
禅
思
想
を
受
け
入
れ
る
段
階
と
い
う
よ
り
も
、

自
ら
独
自
的
に
発
展
し
て
い
た
段
階
と
い
え
る
。

6

『
宗
門
円
相
集
』

知
謙

一
二
一
九

夢
如
　
跋
文

7

『
証
道
歌
事
実
』

連
公

一
二
三
九

崔
怡
　
誌
　

8

『
禅
門
拈
頌
』

慧

一
二
四
三

鄭
晏
　
誌

9

『
禅
門
拈
頌
』

慧

一
二
四
四
〜
一
二
四
八

高
宗
　
跋
文

10

『
祖
堂
集
』

静
・

一
二
四
五

大
蔵
経
　
補
板

11

『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』

亀
庵

一
二
四
六

天
英
　
後
序

12

『
宗
鏡
録
』

延
寿

一
二
四
六
〜
一
二
四
八

大
蔵
経
　
補
板

13

『
禅
苑

規
』

宗

一
二
五
四

分
司
大
蔵
都
監
刊

14

『
宗
門
遮
英
集
』

惟
簡

一
二
五
四

分
司
大
蔵
都
監
刊

15

『
六
祖
壇
経
』

恵
能

一
二
五
六

安
其
　
跋
文

16

『
祖
派
図
』

一
然

17

『
重
編
曹
洞
五
位
』

一
然

一
二
六
〇

一
然
　
編
修

18

『
祖
庭
事
苑
』

善
卿

19

『
禅
門
拈
頌
事
苑
』

一
然

表
を
通
し
て
注
目
さ
れ
る
事
実
は
、
第
一
に
、
一
二
一
〇
年
代
と
一

二
四
〇
〜
一
二
五
〇
年
代
に
禅
籍
が
集
中
的
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
看
話
禅
と
関
る
禅
籍
が
多
い
が
、
異
な
る
禅
思
想
を
標
榜
す

る
禅
籍
も
多
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
曹
洞
宗
の
『
重
編
曹
洞

五
位
』、
法
眼
宗
の
『
宗
鏡
録
』
な
ど
と
と
も
に
雲
門
宗
の
『
禅
苑

規
』、『
宗
門
遮
英
集
』
な
ど
が
あ
る
。

第
二
に
、
十
三
世
紀
に
造
り
出
し
た
禅
籍
の
殆
ど
が
修
禅
社
で
主
管



臨
済
宗
を
め
ぐ
る
高
麗
と
宋
の
交
流
（
趙
）

二
五
五

さ
て
、
高
麗
の
禅
宗
界
と
中
国
の
臨
済
宗
と
の
交
流
関
係
は
十
三
世

紀
後
半
以
後
、
武
臣
政
権
が
崩
壊
さ
れ
、
修
禅
社
が
退
潮
し
な
が
ら
仏

教
界
が
再
編
さ
れ
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
続
い
た
。
す
な
わ
ち
元
干

渉
期
に
差
し
掛
か
り
、
一
然
が
浮
上
し
迦
智
山
門
が
仏
教
界
を
主
導
し

た
。
一
然
は
様
々
な
思
想
的
傾
向
を
標
榜
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
看

話
禅
を
引
き
継
い
だ
と
い
え
る
。

従
来
関
連
資
料
が
相
当
不
十
分
で
あ
り
、
元
干
渉
期
に
お
け
る
禅
思

想
の
動
向
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し

『
蒙
山
法
語
』、『
禅
要
』
な
ど
新
た
な
禅
語
録
の
受
け
入
れ
が
注
目
さ

れ
研
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
禅
語
録
が
も
つ
看
話
禅
の

修
証
論
体
系
は
何
か
、
そ
の
思
想
的
特
徴
が
何
か
に
つ
い
て
簡
単
に
み

る
こ
と
に
す
る
。

『
蒙
山
法
語
』
は
、
南
宋
末
か
ら
元
初
期
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
臨

済
宗
の
禅
僧
で
あ
る
蒙
山

異
（
一
二
三
一
〜
一
三
〇
八
）
の
法
語
を
集

め
た
も
の
で
あ
り
、「
示
古
原
上
人
」、「
示
覚
円
上
人
」、「
示
惟
正
上

人
」、「
示
聰
上
人
」、「
無
字
十
節
目
」、「
休
休
庵
主
坐
禅
文
」
の
六
編

で
構
成
さ
れ
た
非
常
に
簡
略
な
禅
籍
で
あ
る
。

（
45
）

こ
の
法
語
を
通
し
て

蒙
山
は
、
ほ
と
ん
ど

’無
字
‘
話
頭
だ
け
を
使
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

’無
字
‘
話
頭
を
参
究
す
る
学
人
の
た
め
に
、
修
行
過
程
に
お
け
る
具

体
的
点
検
法
と
し
て
「
無
字
十
節
目
」
ま
で
提
示
す
る
ほ
ど
蒙
山
の
看

話
禅
法
は
、
徹
底
的
に

’無
字
‘
話
頭
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）

看
話
禅
と
は
、
そ
も
そ
も
一
つ
の
話
頭
を
突
き
詰
め
て
参
究
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
話
頭
を
つ
づ
け
て
疑
心
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
看
話
禅
を
完
成
し
た
大
慧
宗
杲
も
や
は
り
疑
心
が
看

話
の
條
件
で
あ
り
、
得
悟
の
前
提
だ
と
み
て
い
る
。
蒙
山
は
、
大
慧
宗

杲
と
同
じ
よ
う
に

’無
字
‘
話
頭
の
参
究
を
強
調
し
な
が
ら
、
’大
疑

則
有
大
悟
‘
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
話
頭
の
参
究
が
本
質
的
に
疑

心
に
あ
る
と
主
張
し
た
。

一
方
で
蒙
山
は
、
話
頭
を
参
究
す
る
と
き
に
疑
心
を
起
こ
す
場
合
、

決
定
的
な
妨
害
に
な
る
分
別
心
や
悟
り
を
待
つ

’待
悟
之
心
‘
を
出
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

（
47
）

こ
の
ほ
か
に
彼
は
、
看
話
禅
を

参
究
す
る
と
き
に
実
際
の
修
行
の
助
け
に
な
る
よ
う
に
修
行
過
程
の
問

題
点
や
修
行
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

（
48
）

さ
ら
に
蒙
山

は
、
学
人
が
悟
り
の
後
で
必
ず
本
分
宗
師
、
す
な
わ
ち
祖
師
に
会
っ
て
、

印
可
を
う
け
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

（
49
）

こ
の
よ
う
な
印
可
と
い

う
問
題
は
、
高
麗
仏
教
界
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ

る
。『

禅
要
』
は
、
元
代
の
代
表
的
禅
僧
で
あ
っ
た
高
峰
原
妙
（
一
二
三

八
〜
一
二
九
五
）
の
法
語
を
集
め
た
禅
籍
で
あ
り
、
こ
れ
を
侍
者
で
あ

る
指
正
が
記
録
し
、
洪
喬
祖
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
体
裁
は
、

洪
喬
祖
の
序
文
と
朱
潁
遠
の
跋
文
、
そ
し
て
本
文
二
九
章
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
簡
略
化
さ
れ
た
一
巻
の
禅
籍
で
元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
に

初
刊
本
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
50
）

『
禅
要
』
を
通
し
て
原
妙
は
、
看
話
禅
の
修

証
論
に
お
い
て
疑
心
を
基
本
的
に
強
調
し
て
い
る
が
、
自
ら
経
験
し
た
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こ
と
に
よ
っ
て
疑
心
が
容
易
に
起
こ
っ
た

’万
法
帰
一

一
帰
何

処
‘
話
頭
を
学
人
た
ち
に
積
極
的
に
勧
め
た
。
従
っ
て

’万
法
帰
一

一
帰
何
処
‘
話
頭
は
、
看
話
禅
の
修
行
に
お
け
る
疑
心
を
容
易
に
起
せ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
看
話
禅
を
よ
り
大
衆
化
さ

せ
る
た
め
に
一
つ
の
方
便
と
し
て
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
51
）

ま
た
原
妙
は
、
話
頭
を
参
究
す
る
と
き
に
疑
心
を
容
易
に
起
す
た
め

の
強
く
願
う
心
、
信
じ
る
心
な
ど
を
重
視
し
、
看
話
禅
に
お
け
る
修
行

の
基
本
的
な
要
件
と
し
て
大
信
根
、
大
憤
志
、
大
疑
情
と
い
う
工
夫
三

要
説
を
提
示
し
た
。

（
52
）

な
お
か
つ
彼
は
、
疑
心
を
起
こ
す
話
頭
の
提
示

や
参
禅
の
過
程
に
お
い
て
、
学
人
が
正
し
い
方
向
へ
導
く
役
割
と
し
て
、

本
分
宗
師
と
い
う
祖
師
の
指
導
が
不
可
避
だ
と
強
調
し
た
。

（
53
）

以
上
の
よ
う
な
内
容
か
ら
『
禅
要
』
が
も
つ
思
想
的
特
徴
と
し
て
は
、

看
話
禅
を
大
衆
的
に
広
め
る
こ
と
の
で
き
る
禅
籍
と
し
て
の
意
味
を
も

っ
て
い
る
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
54
）

以
上
、『
蒙
山
法
語
』、『
禅
要
』
の
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に

述
べ
た
。

こ
れ
ら
の
禅
籍
は
直
接
、
間
接
的
な
交
流
を
つ
う
じ
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
然
を
継
い
だ
宝
鑑
国
師
混
丘
（
一

二
五
〇
〜
一
三
二
二
）
は
、
蒙
山
が
送
っ
た
「
無
極
説
」
の
意
味
を
悟
り

自
ら
の
号
を
無
極
老
人
と
名
乗
っ
た
。

（
55
）

動
安
居
士
李
承
休
は
、
大

元
年
（
一
二
九
七
）
四
月
十
二
日
に
人
便
を
通
し
て
、
蒙
山
が
送
っ
た

「
法
語
」
を
も
ら
い
看
話
禅
を
修
行
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
『
蒙
山
法

語
』
の
要
旨
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

（
56
）

修
禅
社
一
〇
世
で
あ
る
慧
鑑
国

師
万
恒
（
一
二
四
九
〜
一
三
一
九
）
は
、
蒙
山
に
自
ら
の
文
章
と
偈
を
送

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蒙
山
よ
り

’古
潭
‘
と
い
う
号
を
も
ら
っ
た
な
ど

か
ら
、
万
恒
が
蒙
山
か
ら
間
接
的
に
印
可
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
57
）

ま
た
蒙
山
は
、
高
麗
思
想
界
と
直
接
的
な
交
流
関
係
を
結
ん
で
い
た
。

忠
烈
王
二
一
年
（
一
二
九
五
）
冬
、
高
麗
か
ら
了
庵
元
明
長
老
と
覺
圓

ほ
か
八
名
の
禅
僧
が
蒙
山
を
訪
問
し
、
引
き
続
き
大

元
年
（
一
二
九

七
）
二
月
二
日
、
忠
烈
王
の
公
主
で
あ
る
靖
寧
院
公
主
妙
智
、
明
順
院

公
主
妙
惠
と
大
禅
師
混
丘
、
金
方
慶
、
韓
康
、
廉
承
益
、
金

、
李
混
、

朴
卿
、
柳

ら
が
、
蒙
山
の
住
ん
で
い
る
休
休
庵
を
訪
問
し
た
。

（
58
）

こ
の
よ
う
な
直
接
、
間
接
的
な
交
流
を
通
し
て
、
す
で
に
『
蒙
山
法

語
』
は
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
し
て
高
麗
仏
教
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
で
、『
蒙
山
法
語
』
の
受
け
入
れ
と
関
連
し
て
、
と
り
わ

け
修
禅
社
が
そ
の
主
体
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
修
禅
社
一
〇
世
で
あ
る
万
恒
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
蒙
山
か
ら

印
可
さ
れ
、
一
二
九
八
年
に
商
人
を
通
し
て
蒙
山
か
ら

異
本
『
六
祖

壇
經
』
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
万
恒
は
、
一
三
〇
〇
年
に
は
じ

め
て

異
本
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
以
前
に
い
ろ
い
ろ
な
『
六
祖
壇
經
』

版
本
が
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
韓
国
仏
教
界
に
お

け
る
『
六
祖
壇
経
』
の
版
本
は
大
半
が

異
本
で
あ
っ
た
。

（
59
）

さ
て
、
『
禅
要
』
が
高
麗
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
、

原
妙
の
弟
子
で
あ
る
中
峰
明
本
（
一
二
六
三
〜
一
三
二
三
）
と
の
交
流
や（

60
）

一
三
〇
四
年
に
高
麗
に
き
た
紹
瓊
な
ど
の
活
躍
を
通
じ
て
で
あ
る
と
思
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わ
れ
る
。

（
61
）

し
た
が
っ
て
『
禅
要
』
は
、
原
妙
を
引
き
継
い
だ
明
本
、

紹
瓊
ら
元
代
の
臨
済
宗
と
の
思
想
的
交
流
過
程
を
通
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
蒙
山
法
語
』、『
禅
要
』
な
ど

新
た
な
禅
籍
の
受
容
は
、
高
麗
禅
宗
界
に
お
い
て
、
’無
字
‘
話
頭
を

基
本
的
な
公
案
と
し
て
行
わ
れ
る
一
つ
の
定
型
化
さ
れ
た
か
た
ち
の
話

頭
の
参
究
法
と
、
よ
り
大
衆
化
さ
れ
た
看
話
禅
が
拡
散
で
き
る
思
想
的

基
盤
を
整
え
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

新
羅
末
に
受
容
さ
れ
た
禅
宗
は
、
当
時
の
社
会
的
変
動
と
と
も
に
新

た
な
仏
教
思
想
と
し
て
注
目
さ
れ
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
高
麗

の
開
国
と
と
も
に
中
央
集
権
化
が
進
ん
で
い
く
過
程
を
通
し
て
禅
宗
は

徐
々
に
弱
化
さ
れ
、
と
り
わ
け
義
天
に
よ
る
天
台
宗
の
開
創
過
程
に
お

い
て
大
き
く
打
撃
を
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
禅
宗
は
十
二
世
紀
に
至
っ

て
次
第
に
教
団
を
再
整
備
し
な
が
ら
新
た
な
基
盤
を
築
い
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
迦
智
山
門
と
闍
堀
山
門
ら
と
と
も
に
李
資
玄
ら

の
居
士
禅
の
活
躍
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
禅
宗
界
の
流
れ
と
と
も
に
、
禅
思
想
も
新
た
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
で
表
れ
、
一
つ
は
禅
思
想

の
理
論
と
実
践
を
盛
り
込
む
経
典
と
し
て
『
楞
厳
経
』
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
北
宋
代
の
禅
宗
界
、
と
り
わ
け
臨
済

宗
と
の
直
接
、
間
接
的
交
流
を
通
し
て
、
様
々
な
禅
籍
が
受
け
入
れ
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
禅
籍
は
、
宋
代
の
禅
思
想
の
特
徴
で
あ

る
文
学
的
な
傾
向
と
公
案
禅
の
傾
向
が
含
ま
れ
て
い
る
禅
籍
が
殆
ど
で

あ
り
、
そ
の
交
流
の
対
象
が
お
も
に
臨
済
宗
の
黄
竜
派
と
す
る
事
実
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
十
二
世
紀
の
高
麗
の
禅
思
想
は
当
時
宋
代
の
臨
済
宗

の
思
想
的
流
れ
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
看
話
禅
が
受
容

で
き
る
内
的
基
盤
を
形
成
す
る
方
向
へ
進
ん
で
い
た
。

修
禅
社
を
開
創
し
た
知
訥
は
、
彼
の
禅
思
想
体
系
に
定
慧
雙
修
と

禅

一
致
を
提
示
し
な
が
ら
も
、
窮
極
的
に
は
看
話
禅
を
強
調
し
た
。

彼
は
修
行
方
法
論
の
側
面
に
お
い
て
話
頭
の
参
究
法
で
あ
る
徑
截
門
を

一
番
優
越
な
こ
と
と
し
て
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
公
案
参
究
法
は
殆
ど

大
慧
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
知
訥
は
看
話
禅
以
外
の
他

の
修
行
方
法
論
に
つ
い
て
否
定
で
は
な
く
軽
視
で
も
な
か
っ
た
。

修
禅
社
の
二
世
で
あ
る
慧

は
、
知
訥
の
見
解
と
異
な
り
、
ひ
た
す

ら
話
頭
の
参
究
を
強
調
し
た
。
そ
こ
で
彼
は

’無
字
‘
話
頭
を
参
究
す

る
時
に
表
れ
る
十
種
病
に
対
す
る
問
題
を
体
系
的
に
整
理
し
た
「
狗
子

無
佛
性
話
揀
病
論
」
や
独
自
的
な
公
案
集
と
し
て
『
禅
門
拈
頌
集
』
三

〇
卷
を
編
纂
し
た
。
な
お
同
じ
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
禅
門
三
家
拈
頌

集
』
は
公
案
参
究
の
た
め
の
公
案
集
と
し
て
の
需
要
に
と
っ
て
十
分
充

足
さ
れ
た
も
の
と
し
て
『
碧
巌
録
』
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
禅
籍
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

知
訥
、
慧

代
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
看
話
禅
は
、
修
禅
社
が
崔
氏
政

權
と
癒
着
し
な
が
ら
仏
教
界
の
主
導
的
な
勢
力
へ
と
転
換
し
、
そ
の
状
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況
と
と
も
に
次
第
に
思
想
界
一
般
へ
拡
散
さ
れ
た
。
さ
て
、
十
三
世
紀

に
造
り
出
し
た
禅
籍
の
殆
ど
が
修
禅
社
で
主
管
し
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
支
援
で
き
る
檀
越
や
禅
籍
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
読
め
る
読
書

層
が
か
な
り
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
当
時
の
禅
思
想
を
主
導
し
た
修
禅

社
が
看
話
禅
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
標
榜
し
て
は
い
た
が
、
他
の
禅
思

想
を
排
斥
す
る
傾
向
で
は
な
く
多
様
な
禅
思
想
が
共
存
し
て
い
た
。

ち
な
み
に
こ
う
し
た
禅
籍
の
刊
行
と
と
も
に
『
蒙
山
法
語
』、『
禅
要
』

な
ど
新
た
な
禅
籍
の
受
容
は
、
高
麗
禅
宗
界
に
お
い
て

’無
字
‘
話
頭

を
基
本
的
な
公
案
と
し
て
行
わ
れ
る
一
つ
の
定
型
化
さ
れ
た
か
た
ち
の

話
頭
の
参
究
法
と
、
よ
り
大
衆
化
さ
れ
た
看
話
禅
が
拡
散
で
き
る
思
想

的
基
盤
を
整
え
て
い
っ
た
。

註

（
1
）
金
庠
基
、『
高
麗
時
代
史
』、
東
国
文
化
社
（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、
一
九

六
一
、pp.181

〜196

（
2
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
趙
明
濟
、「
高
麗
後
期
の
戒
環
解
楞
厳
経
の
盛
行
と

思
想
史
的
意
義
―
麗
末
性
理
学
の
受
容
基
盤
と
関
わ
っ
て
―
」、『
釜
大

史
学
』
十
二
、
釜
大
史
学
会
（
韓
国
、
釜
山
）、
一
九
八
八
及
び
趙
明

濟
、「
高
麗
中
期
居
士
禅
の
思
想
的
傾
向
と
看
話
禅
受
容
の
基
盤
」、『
歴

史
と
境
界
』
四
四
、
釜
山
慶
南
史
学
会
（
韓
国
、
釜
山
）
、
二
〇
〇
二

を
参
考
さ
れ
た
い
。

（
3
）
金
富
軾
　
撰
、「
霊
通
寺
大
覚
国
師
碑
銘
并
序
」『
朝
鮮
金
石
総
覧
』
上
、

p.311

（
4
）
李
仁
老
、『
破
閑
集
』
巻
中
及
び
崔
滋
、『
補
閑
集
』
巻
中
を
参
考

（
5
）「
晩
年
酷
好
仏
法
、
請
老
退
去
坡
平
、
自
号
金
剛
居
士
、
嘗
与
僧
貫
乗

為
空
門
友
。」（『
高
麗
史
』
巻
九
六
、
尹
彦
頤
伝
）

（
6
）「
尹
文
康
公
彦
頤
、
晩
節
尤
嗜
禅
味
、
退
去
鈴
平
郡
金
剛
斎
、
自
号
金

剛
居
士
。
毎
入
郭
跨
黄
牛
、
人
皆
識
之
。
与
慧
照
門
人
貫
乗
禅
師
為
友
、

相
得
甚
。
時
貫
乗
往
広
明
寺
、
置
一
蒲
菴
止
容
一
座
、
約
曰
先
逝
者
、

坐
此
而
化
。」（
崔
滋
、『
補
閑
集
』
巻
上
）

（
7
）
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
（
二
〇
〇
二
）
を
参
考
。

（
8
）
『
楞
厳
経
』
は
八
世
紀
に
成
立
し
た
十
巻
か
ら
成
る
偽
経
で
あ
る
が
、

宋
、
元
、
明
と
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
と
り
わ
け
宋
代
以
後
様
々
な
注
釈
書
が
出
現
し
、
思
想
界
全

般
に
深
い
影
響
を
齎
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
荒
木
見
悟
、「
明
代
に
お

け
る
楞
厳
経
の
流
行
」『
陽
明
学
の
展
開
と
仏
教
』、
研
文
出
版
、
一
九

八
四
。
を
参
考
さ
れ
た
い
。

（
9
）
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
（
一
九
八
八
）
を
参
考
。

（
10
）
金
富
轍

撰
、
「
真
楽
公
重
修
清
平
山
文
殊
院
記
」
『
朝
鮮
金
石
總
覽
』

巻
上
、p.326

（
11
）
金
富
轍
　
撰
、
前
掲
碑
文

（
12
）
以
上
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
（
一
九
八
八
）
及

び
「
十
四
世
紀
高
麗
思
想
界
に
お
け
る
楞
厳
経
の
盛
行
と
そ
の
思
想
的

性
格
」、『
伽
山
学
報
』
五
（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、
一
九
九
六
を
参
考
さ

れ
た
い
。

（
13
）
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
李
奎
報

（
一
一
六
八
〜
一
二
四
一
）
の
場
合
を

通
し
て
よ
く
表
れ
て
い
る
。
彼
は
「
晩
年
尤
信
佛
法
、
常
誦
楞
嚴
。
又

嗜
讀
洗
心
經
、
窮
大
衍
之
數
。」（
鄭
芝
、「
誄
書
」『
東
國
李
相
國
集
後

集
』
卷
終
）
と
い
う
よ
う
に
『
楞
厳
経
』
を
最
も
重
要
な
経
典
と
し
て

受
け
入
れ
て
い
る
。
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九

（
14
）
李
公
老
撰
、「
高
麗
国
宝
鏡
寺
住
持
大
禅
師
贈
諡
圓
真
国
師
碑
銘
并
序
」

『
朝
鮮
金
石
総
覧
』
上
、p.451

（
15
）
例
え
ば
知
訥
は
『
楞
厳
経
』
の
核
心
的
な
内
容
で
あ
る

’耳
根
円
通
‘、

即
ち

’反
聞
聞
性
‘
を
修
行
の
指
導
に
と
っ
て
活
用
す
る
な
ど
彼
の
禅

思
想
の
中
で
『
楞
厳
経
』
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
彼
の
著
述
で
あ
る
『
修
心
訣
』
を
通
じ
て
よ
く
表
れ
て
い
る
。

「
且
入
理
多
端
、
指
汝
一
門
、
今
汝
還
源
、
汝
還
聞
鴉
鳴
之
声
虻
。
曰

聞
、
曰
汝
返
聞
汝
聞
性
、
還
有
許
多
声
虻
、
曰
到
這
裏
、
一
切
声
一
切

分
別
、
倶
不
可
得
。
曰
奇
哉
奇
哉
、
此
是
観
音
入
理
之
門
、
我
更
問
燵
、

燵
道
到
這
裏
、
一
切
声
一
切
分
別
、
総
不
可
得
、
既
不
可
得
、
当
伊
虻

時
、
莫
是
虚
空
虻
。
曰
元
来
不
空
、
明
明
不
昧
、
曰
作
虻
生
、
是
不
空

之
体
。
曰
亦
無
相
貌
、
言
之
不
可
及
、
曰
此
是
諸
仏
諸
祖
寿
命
、
更
莫

疑
也
。」

（
16
）
金
富
轍
　
撰
、
前
掲
碑
文
、p.326

（
17
）「
自
為
主
盟
雲
門
之
髄
雪
竇
之
英
嚢
括
玄
機
終
始
発
明
」（
慧
素
述
、

「
祭
清
平
山
居
士
真
楽
公
之
文
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻
上
、p.328

）

（
18
）
こ
う
し
た
傾
向
は
李
資
玄
の
禅
宗
界
と
の
交
流
を
通
じ
て
か
な
り
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
を
通
じ
て
よ
く

表
れ
て
い
る
。

「
尤
嗜
禪

、
學
者
至
則
、
輒
與
之
入
幽
室
、
意
日
危
坐
忘
言
。
時
時

擧
古

宗
旨
商
論
、
由
是
心
法
、
流
布
於
海
東
、
惠
照
大
鑑
両
國
師
、

皆
遊
其
門
。」（
李
仁
老
、『
破
閑
集
』
卷
中
）

「
遊
海
東
名
山
、
尋
訪
古
聖
賢
遺
跡
、
後
週
慧
照
国
師
、
住
持
山
隣
華

岳
寺
、
往
来
諮
問
禅
理
。」（
金
富
轍
、
前
掲
碑
文
、p.326

）

（
19
）
鄭
修
芽
、「
慧
照
国
師
曇
真
と

’浄
因
髄
‘」『
李
基
白
先
生
古
希
記
念

韓
国
史
学
論
叢
』、
一
九
九
四
を
参
考
。

（
20
）
「
本
朝
睿
廟
時
、
慧
照
国
師
奉
詔
西
学
、
市
遼
本
大
蔵
三
部
而
来
。
」

（『
三
国
遺
事
』
巻
三
前
後
所
将
舎
利
）

（
21
）

李
之
茂
　
撰
、「
高
麗
国
曹
溪
宗
崛
山
下
断
俗
寺
大
鑑
国
師
之
碑
銘
并

序
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻
上
、p.564

（
22
）
普
済
、『
五
灯
会
元
』
巻
十
八
育
王

禅
師
法
嗣

（
23
）
戒
環
の
『
楞
厳
経
』
に
関
す
る
注
釈
書
は
戒
環
解
と
呼
ば
れ
、
高
麗
後

期
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
修
訂
が
行
わ
れ
、『
首
楞
厳
経
環
解

刪
補
記
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
趙
明
濟
、
前
掲
論

文
（
一
九
八
八
）
を
参
考
さ
れ
た
い
。
な
お
、
戒
環
の
『
法
華
経
』
に

関
す
る
注
釈
書
で
あ
る
『
妙
法
蓮
華
経
要
解
』
と
そ
の
思
想
的
意
味
に

つ
い
て
は
高
翊
晉
、「
法
華
経
戒
環
解
の
盛
行
来
歴
考
」、『
仏
教
学
報
』

十
二
（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、
一
九
七
五
を
参
考
さ
れ
た
い
。

（
24
）「
是
年
、
主
盟
選
席
時
、
學
者
盛
談
二
種
自
己
。
師
曰
、
自
己
一
而
已
、

安
有
二
哉
、
從
今
已
往
、
宜
禁
止
之
。（
欠
落
）
久
致
疑
於
其
間
者
衆
、

及
惠
洪
僧
寶
傳
至
、
判
古
師
三
失
、
以
分
自
己
、
爲
一
失
。
學
者
見
此

然
後
斷
惑
。」（
尹
彦
頤
撰
、「
圓
應
國
師
碑
銘
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻

上
、p.350

）

（
25
）
李
仁
老
、『
破
閑
集
』
卷
上

（
26
）「
読
惠
弘
冷
斎
夜
話
、
十
七
八
皆
其
作
也
、

婉
有
出
塵
之
想
、
恨
不

得
見
本
集
。
近
有
以

溪
集
示
之
者
、
大
率
多
贈
答
篇
。
玩
味
之
、
皆

不
及
前
詩
遠
甚
。
惠
弘
雖
奇
才
、
亦
未
免
瓦
注
也
。
」
（
『
破
閑
集
』
卷

上
）

（
27
）「
又
於
開
善
寺
別
舎
、
読
起
信
論
、
巻
未
終
軸
、
感
悟
流
涕
。」（
金
子

儀
撰
、「
権
適
墓
誌
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻
上
、p.354

）

（
28
）
「
遊
於
清
平
山
文
殊
寺
、
謁
居
士
李
公
資
玄
、
居
士
許
為
平
生
道
友
。

嘗
於
密
室
中
、
授
以
禅
訣
、

及
与
衆
僧
談
理
、
皆
所
推
伏
。」（
金
子
儀
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撰
、「
権
適
墓
誌
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻
上
、pp.353

〜354

）

（
29
）「
己
亥
年
、
創
寺
工
畢
、
会
九
山
門
学
徒
五
百
人
、
設
五
十
日
談
禅
会
。

請
断
俗
寺
禅
師
孝
惇
、
教
習
伝
灯
録
・
楞
厳
経
・
仁
岳
集
・
雪
竇
拈
頌
、

以
落
成
。」（「
竜
門
寺
重
修
記
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻
上
、p

.409

）
な

お
具
体
的
な
こ
と
は
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
（
二
〇
〇
二
）
を
参
考
さ
れ

た
い
。

（
30
）
金
君
綏
撰
、「
昇
平
府
曹
溪
山
松
広
寺
仏
日
普
照
国
師
碑
銘
」『
朝
鮮
金

石
總
覽
』
巻
下
、pp.949
〜953

（
31
）『
看
話
決
疑
論
』（
普
照
思
想
研
究
院
編
、『
普
照
全
書
』、
仏
日
出
版
社

（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、（
一
九
八
九
、pp.96

〜97

）

（
32
）『
看
話
決
疑
論
』（『
普
照
全
書
』、p.102

）

（
33
）『
看
話
決
疑
論
』（『
普
照
全
書
』、p.92
）

（
34
）
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
知
訥
の
禅
思
想
体
系
を
形
成
す
る
過
程
に
お
い

て
宗
密
の
禅
思
想
と
李
通
玄
の
華
嚴

學
よ
り
多
く
の
影
響
を
受
け
た

こ
と
と
関
る
と
思
わ
れ
る
。

（
35
）
李
奎
報

撰
、「
高
麗
国
曹
溪
山
第
二
世
故
断
俗
寺
住
持
修
禅
社
主
贈
諡

真
覺
国
師
碑
銘
并
序
」『
朝
鮮
金
石
總
覽
』
巻
上
、p.464

（
36
）
椎
名
宏
雄
、「『
禅
門
拈
頌
集
』
の
資
料
価
値
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
五
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
、
十
二

（
37
）「
孫
侍

求
語
」『
眞
覺
國
師
語
録
』（
東
国
大
学
校
佛
典
刊
行
委
員
会

編
、『
韓
国
仏
教
全
書
』
巻
六
、
東
国
大
学
校
出
版
部
（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、

（
一
九
八
四
、p.40

）

（
38
）「
上
康
宗
大
王
心
要
」『
眞
覺
國
師
語
録
』（『
韓
国
仏
教
全
書
』
巻
六
、

p.24

）
な
ど
を
参
考
。

（
39
）
狗
子
無
佛
性
話
揀
病
論
（『
韓
国
仏
教
全
書
』
巻
六
、p.70

）

（
40
）
但
し
最
近
韓
国
の
慶
州
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
版
本
は
朝
鮮
の

世
祖
元
年
（
一
四
六
四
）
に
刊
経
都
監
で
重
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
41
）
蔡
尚
植
、「
修
禅
社
刊
『
禅
門
三
家
拈
頌
集
』
の
思
想
的
傾
向
」『
釜
山

直
轄
市
立
博
物
館
年
報
』
十
一
、
一
九
八
八
を
参
考
。

（
42
）
夢
如
、「
宗
門
円
相
集
跋
文
」

（
43
）
鄭
晏
、「
禅
門
拈
頌
跋
文
」（『
韓
国
仏
教
全
書
』
巻
五
、p.923

）

（
44
）
但
し
、
こ
の
表
は
本
稿
の
主
題
と
関
わ
る
一
二
七
〇
年
代
ま
で
の
刊
行

だ
け
を
対
象
と
す
る
。

（
45
）
趙
明
濟
、「
高
麗
後
期
に
お
け
る
『
蒙
山
法
語
』
の
受
容
と
看
話
禅
の

展
開
」、『
普
照
思
想
』
十
二
（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、
普
照
思
想
研
究
院
、

一
九
九
九(a)

。

（
46
）
「
示
覺
圓
上
人
」
『
蒙
山
法
語
』
（
本
稿
で
は
刊
経
都
監
本
を
使
用
し

た
。）

「
僧
問
趙
州
、

狗
子
還
有
佛
性
也
無
、

州
云
無
、

只
者
箇
無
字
、

是

宗
門
一
關
、
有
心
透
不
得
、
無
心
透
不
得
。
惺
惺
霊
利
、
直
下
掀
飜
、

捉
敗
趙
州
、

還
我
話
頭
來
。

若
有
一
毫
末
、

且
居
門
外
。

覺
圓
上
座

覺
也
未
、

妙
覺
圓
明
、

當
識
趙
州
是
何
面
目
。

道
介
無
字
意
、

作
麼

生
。

蠢
動
含
靈
、

皆
有
佛
性
、

趙
州
因
甚
道
無
。

必
竟
者
箇
無
字
、

落
在
甚
處
。

本
覺
未
明
、

一
一
有
疑
、

大
疑
則
有
大
悟
。

却
不
得
將

心
待
悟
、
又
不
得
以
意
求
悟
、
不
得
作
有
無
會
、
不
得
作
虚
無
會
、
不

得
作
鐵
掃
箒
用
、
不
得
作
繋
驢

用
。
從

疑
團
日
盛
、
於
二
六
時
中
、

四
威
儀
内
、
單
單
提
箇
無
字
、
密
密
廻
光
自
看
。
看
來
看
去
、
疑
來
疑

去
、
百
無
滋
味
時
、
有
些
滋
味
、
却
不
可
生
煩
惱
。」

（
47
）「
示
覺
圓
上
人
」、「
示
惟
正
上
人
」『
蒙
山
法
語
』

（
48
）「
示
古
原
上
人
」『
蒙
山
法
語
』

「
話
頭
上
有
疑
不
斷
、
是
名
眞
疑
、
若
疑
一
上
少
時
、
又
無
疑
者
、
非

眞
心
發
疑
、
屬
做
作
。
是
故
昏
沈
掉
擧
、
皆
入
作
得
。
更
要
坐
得
端
正
。
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一
者
睡
魔
來
、
當
知
是
何
境
界
、
纔
覺
眼
皮
重
、
便
着
精
彩
、
提
話
頭

一
二
聲
、

睡
魔
退
、
可
如
常
坐
、
若
不
退
、
便
下
地
、
行
數
十
歩
、
眼

頭

明
、
又
去
坐
、
千
萬
照
顧
話
頭
、
及
常
常
鞭
起
疑
久
久
、
工
夫
純

熟
、
方
能
省
力
。
做
到
不
用
心
提
話
頭
、
自
然
現
前
時
、
境
界
及
身
心
、

皆
不
同
先
已
、
夢
中
亦
記
得
話
頭
、
如
是
時
大
悟
近
矣
。」

（
49
）「
示
聰
上
人
」『
蒙
山
法
語
』

「
洞
明
自
己
、
捉
敗
佛
祖
、
得
人
憎
處
、
又
宜
見
大
宗
匠
、
求

煉
成

大
法
器
、
不
可
得
少
爲
足
。
悟
後
、

若
不
見
人
、
未
免
不
了
後
事
、
其

害
非
一
。
或
於
佛
祖
機
、
縁
上
有
碍
處
、
是
悟
淺
、
未
盡
玄
妙
。」

（
50
）
趙
明
濟
、「
高
麗
後
期
に
お
け
る
『
禅
要
』
の
受
容
と
看
話
禅
の
展
開
」、

『
韓
国
中
世
史
研
究
』
七
（
韓
国
、
ソ
ウ
ル
）、
韓
国
中
世
史
学
会
、
一

九
九
九(b)

（
51
）
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
、
一
九
九
九(b),pp.115

〜116

。

（
52
）「
示
衆
」『
禪
要
』（『
新
纂
大
日
本
續
藏
經
』
巻
七
〇
、p.708

）

「
若
謂
着
實
參
禪
、
決
須
具
足
三
要
。
第
一
要
、
有
大
信
根
、
明
知
此

事
、
如
靠
一
座
須
彌
山
。
第
二
要
、

有
大
憤
志
、
如
遇
殺
父
冤
讎
、
直

欲
便
與
一
刀
両
段
。
第
三
要
、
有
大
疑
情
、
如
暗
地
做
了
一
件
極
事
、

正
在
欲
露
未
露
之
時
。」

（
53
）「
示
理
通
上
人
」『
禅
要
』（『
新
纂
大
日
本
續
藏
経
』
巻
七
〇
、p.708

）

（
54
）
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
、
一
九
九
九(b),pp.106

〜116

。

（
55
）
李
齊
賢
、「
有
元
高
麗
国
曹
溪
宗
慈
氏
山
瑩
源
寺
寶
鑑
国
師
碑
銘
并
序
」

『
東
文
選
』
卷
一
一
八

「
中
呉
蒙
山
異
禪
師
、
嘗
作
無
極
説
、
附
海
舶
、
以
寄
之
。
師
黙
領
其

意
、
自
號
無
極
老
人
。」

（
56
）「
上
蒙
山
和
尚
謝
賜
法
語
」、「
和
尚
所
寄
法
語
」『
動
安
居
士
集
』（『
韓

国
文
集
叢
刊
』
巻
二
、pp.390

〜391

）

（
57
）
李
齊
賢
　
撰
、「
海
東
曹
溪
山
修
禅
社
第
十
世
別
傳
宗
主
重
續
祖
燈
妙

明
尊
者
贈
諡
慧
鑑
国
師
碑
銘
并
序
」『
益
斎
乱
藁
』
巻
七

（
58
）
最
近
、
公
開
さ
れ
た
『
諸
経
撮
要
』
の
筆
写
本
に
あ
る
「
法
文
景
致
」

を
通
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
南
權
熙
、
「
蒙
山

異
と
高
麗
人
物
と
の
交
流
」、『
図
書
館
学
論
集
』
二
一
（
韓
国
、
ソ
ウ

ル
）、
一
九
九
四
を
参
考
さ
れ
た
い
。

（
59
）
当
時
の
修
禅
社
が
積
極
的
に
新
た
な
禅
籍
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、

一
二
六
〇
年
代
以
後
、
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
思
想
界
の
主
導
権
を
喪

失
し
た
状
況
と
関
わ
る
。
即
ち
新
た
な
禅
籍
を
受
け
入
れ
を
つ
う
じ
て

修
禅
社
の
禅
風
を
革
新
し
よ
う
と
し
た
動
向
と
密
接
に
関
わ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
、
一
九
九
九

(a),
p

p
.247

〜253

を

参
考
さ
れ
た
い
。

（
60
）
趙
明
濟
、
前
掲
論
文
、
一
九
九
九(b),pp.116

〜118

。

（
61
）
彼
の
修
行
過
程
で
原
妙
の
指
導
を
受
け
悟
り
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
。

「
鐵
山
瓊
禅
師
説
」『
禅
關
策
進
』（『
禅
蔵
』
三
八
、pp.440

〜441

）


